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影

影
は
空
所
で
あ
る
。
輪
郭
を
持
っ
た
暗
い
図
像
に
向
き
合
う
と
、
人
間
は

そ
れ
を
解
釈
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
く
な
る
。
旧
住
友
銀
行
広
島
支
店
入
り
口
の

石
段
に
焼
き
つ
け
ら
れ
た
人
影
も
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
空
所
で
あ
る
。
こ
れ

は
一
九
七
一
年
に
広
島
の
原
爆
資
料
館
に
寄
贈
さ
れ
、
原
爆
の
熱
線
の
強
烈
さ

を
伝
え
る
「
人
影
の
石
」
と
し
て
、
今
な
お
展
示
さ
れ
続
け
て
い
る
も
の
で
あ

る
が
、
花
崗
岩
の
表
面
に
刻
印
さ
れ
た
異
様
な
影
は
、
影
の
主
に
と
っ
て
の
「
そ

ぬ
し

の
瞬
間
」
を
想
像
さ
せ
ず
に
は
お
か
な
い
。
例
え
ば
、
影
の
主
が
「
な
に
か
物

思
い
に
沈
ん
で
い
た
ら
し
い
」
（
豊
島
与
志
雄
「
「
ヒ
ロ
シ
マ
」
へ
の
関
心
」
、
『
東
京

新
聞
』
一
九
四
九
年
）
と
い
う
よ
う
な
解
釈
は
早
く
か
ら
な
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
な
ぜ
影
の
主
は
「
物
思
い
に
沈
ん
で
」
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

だ
ろ
う
か
。
人
影
は
「
彼
が
こ
の
地
に
刻
ん
だ
戦
争
憎
悪
の
永
遠
の
訴
え
で
あ

る
」
（
青
野
季
吉
「
広
島
と
平
和
」
、
『
世
界
』
一
九
五
〇
年
）
、
「
今
も
そ
こ
に
腰
を

か
け
て
も
の
思
い
に
沈
ん
で
い
る
」（
長
田
新
「
序
」
、『
原
爆
の
子
』
一
九
五
一
年
）

と
い
っ
た
、
さ
ら
な
る
拡
大
解
釈
を
も
合
わ
せ
見
れ
ば
、
こ
こ
に
は
、
影
の
主

に
原
爆
を
問
い
、
告
発
す
る
人
物
で
あ
り
続
け
て
欲
し
い
と
い
う
、
見
る
側
の

願
い
が
投
影
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

む
ろ
ん
、
こ
の
願
い
は
、
影
に
原
爆
へ
の
問
い
を
喚
起
し
続
け
て
欲
し
い
と

い
う
願
い
と
一
体
の
も
の
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
早
く
も
一
九
五
一

年
、
峠
三
吉
は
次
の
よ
う
に
書
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
「
あ
の
朝
／
何
万
度
か

の
閃
光
で
／
み
か
げ
石
の
厚
板
に
サ
ッ
と
焼
き
つ
け
ら
れ
た
／
誰
か
の
腰
（
略
）

憐
れ
に
善
良
で
／
て
ん
と
無
関
心
な
市
民
の
ゆ
き
き
の
か
た
わ
ら
で
／
陽
に
さ

ら
さ
れ
雨
に
打
た
れ
砂
埃
に
う
も
れ
て
／
年
ご
と
に
う
す
れ
ゆ
く
そ
の
影
」

（
「
影
」
、『
原
爆
詩
集
』
）
。

―
石
段
を
保
存
す
る
だ
け
で
は
、
影
は
遺
せ
な
い
、

と
い
う
の
が
現
実
の
法
則
な
の
だ
ろ
う
。

（
中
野
和
典
）

二
〇
〇
八
年
二
月
九
日
（
土
）
九
州
大

学
六
本
松
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
し
た
「
第

二
三
回
原
爆
文
学
研
究
会
」
に
は
約
二
〇

名
が
参
加
。

上
村
氏
の
発
表
に
つ
い
て
は
「
登
場
人

物
の
内
面
を
問
題
に
す
る
前
に
、
原
爆
を

め
ぐ
る
同
時
代
的
な
状
況
と
小
説
と
の
関

係
を
探
っ
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
」

「
被
爆
者
の
内
面
を
強
引
に
造
形
し
て
描

く
こ
と
の
難
し
さ
を
、
さ
ら
に
描
く
と
い

う
小
説
の
特
異
な
構
造
に
着
目
し
て
論
じ

た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
」
等
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

森
田
氏
の
発
表
に
つ
い
て
は
「
こ
こ
数
十
年
に
製
作
さ
れ
た
８
・
６
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
も
合
わ
せ
て
分
析
し
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
」
「
首
相
以
上

に
一
地
方
の
長
が
脚
光
を
浴
び
る
と
い
う
平
和
記
念
式
典
の
特
質
に
も
注
目
し

た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
」
等
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。
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『
死
の
島
』
（
初
出
「
文
藝
」
昭
和
４
１
・
１
～
４
６
・
８
）
が
河
出
書
房
か
ら

上
下
二
巻
の
単
行
本
と
な
っ
た
際
、
福
永
武
彦
は
「
原
爆
と
い
う
私
ら
し
か
ら

ぬ
社
会
的
問
題
を
重
要
な
主
題
と
し
て
扱
っ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
ず

こ
の
発
言
を
真
っ
正
面
に
受
け
止
め
る
こ
と
か
ら
『
死
の
島
』
論
を
進
め
て
み

た
。萌

木
素
子
の
被
爆
者
と
し
て
の
人
物
造
形
は
、
心
的
外
傷
を
受
け
た
実
際
の

被
爆
者
た
ち
と
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
。
そ
う
し
た
点
を
精
神
医
学
の
言
説
を

援
用
し
な
が
ら
確
認
し
た
。
例
え
ば
「
内
部
」
の
カ
タ
カ
ナ
で
描
か
れ
る
被
爆

直
後
の
シ
ー
ン
で
は
、
素
子
が
無
数
の
死
者
達
と
遭
遇
す
る
が
、
そ
の
中
で
も

比
重
が
大
き
い
の
は
自
分
が
看
病
し
な
が
ら
も
結
局
は
死
ん
で
し
ま
う
一
人
の

「
女
ノ
子
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。『
ヒ
バ
ク
シ
ャ
の
心
の
傷
を
負
っ
て
』（
中

澤
正
夫
）
を
参
照
す
る
と
、
実
は
そ
う
し
た
記
憶
の
あ
り
方
・
傷
つ
き
方
は
「
贖

罪
の
た
め
に
は
、
具
体
的
な
個
人
が
中
心
に
坐
っ
て
い
た
ほ
う
が
自
分
を
納
得

さ
せ
ら
れ
る
」
と
い
う
。
そ
の
他
に
素
子
が
自
分
の
被
爆
体
験
を
「
癒
え
な
い

傷
」（
十
七
日
前
）
と
い
っ
て
い
る
が
、
通
常
の
心
的
外
傷
は
時
間
経
過
に
よ
っ

て
症
状
が
薄
れ
て
い
く
が
、
被
爆
者
の
場
合
は
そ
う
な
ら
ず
「
遷
延
」
し
て
い

く
と
い
う
点
は
抑
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
素
子
は
肉
親
ば
か
り
で
な
く
相
見
綾
子
の
他
に
友
人
の
い
な
い
孤

独
な
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
が
、
彼
女
の
孤
独
は
原
爆
と
い
う
都
市
機
能

◇

研
究
発
表
１

原
爆
と
福
永
武
彦
『
死
の
島
』

上
村

周
平

や
生
活
環
境
や
人
間
関
係
の
一
切
合
切
を
破
壊
し
た
未
曾
有
の
体
験
に
よ
っ
て

も
た
ら
さ
れ
て
い
る
点
も
見
落
と
せ
な
い
。
福
永
武
彦
は
「
愛
と
死
と
孤
独
」

な
ど
と
甘
美
な
イ
メ
ー
ジ
で
語
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
『
死
の
島
』
の
孤
独

は
、
友
人
・
恋
人
の
不
在
か
ら
く
る
孤
独
と
同
列
に
論
じ
ら
れ
る
も
の
で
は
な

い
。
最
後
尾
の
「
内
部
Ｌ
」
で
は
「
ア
レ
ハ
彼
女
自
身
ダ
ッ
タ
」
と
リ
フ
レ
イ

ン
さ
れ
、
被
爆
直
後
に
出
会
っ
た
異
形
の
死
者
達
と
の
連
帯
感
が
で
き
た
こ
と

が
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
は
同
時
に
生
者
た
ち
と
の
連
帯
感
が
切
れ
て

し
ま
っ
た
こ
と
（
孤
独
）
を
意
味
し
て
い
る
。
「
白
イ
太
陽
」
は
原
爆
炸
裂
の
瞬

間
を
再
現
し
、
死
の
場
面
を
再
現
す
る
。
こ
う
し
た
死
の
再
現
と
い
う
事
象
は
、

『
原
爆
詩
一
八
一
人
集
』（
長
津
功
三
良
編
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
歩
く
」（
長

津
）
、
「
ヒ
ロ
シ
マ
神
話
」（
嵯
峨
信
之
）
と
い
う
詩
に
も
見
い
だ
せ
興
味
深
い
。

「
わ
た
し
た
ち
は
別
々
に
い
く
の
ね
」
と
綾
子
と
の
心
中
も
連
帯
感
は
希
薄

で
あ
る
が
、
そ
の
心
中
は
小
説
の
目
次
で
は
、
昭
和
二
九
年
一
月
二
三
日
と
な

っ
て
い
る
。
史
実
で
は
そ
の
約
一
ヶ
月
後
の
三
月
一
日
、
第
五
福
竜
丸
の
被
爆

事
件
が
起
こ
っ
て
い
る
。
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
の
世
紀
」（
藤
原
修
『
岩
波
講
座
８
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
』
所
収
）
に
よ
れ
ば
、
被
爆
体
験
が
戦
後
広
く
認
識
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
こ
の
事
件
の
後
だ
と
い
う
。
時
代
が
被
爆
者
の
声
に
耳
を
傾
け

よ
う
と
す
る
そ
の
直
前
に
素
子
は
死
亡
（
あ
る
い
は
発
狂
）
し
て
い
る
。
こ
こ
に

も
素
子
の
孤
独
な
影
が
さ
し
て
い
る
。

な
お
質
疑
応
答
で
は
、
発
表
内
容
に
つ
い
て
多
数
の
ご
意
見
や
ご
批
判
を
頂

い
た
。
他
に
も
海
外
文
学
の
影
響
等
、
様
々
な
問
題
を
さ
ら
に
追
究
す
る
こ
と

で
『
死
の
島
』
の
世
界
を
広
げ
る
よ
う
ご
助
言
い
た
だ
い
た
。
深
く
感
謝
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
は
搦
め
手
で
『
死
の
島
』
に
取
り
か
か
り
た
い
と
思

う
。
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テ
レ
ビ
放
送
が
始
ま
っ
た
一
九
五
三
年
か
ら
二
〇
〇
七
年
ま
で
の
期
間
、
長

崎
新
聞
、
中
国
新
聞
、
西
日
本
新
聞
、
朝
日
新
聞
（
東
京
本
社
版
）
の
八
月
六
日
、

九
日
を
発
行
日
、
あ
る
い
は
当
該
月
日
の
テ
レ
ビ
番
組
表
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

朝
刊
を
対
象
と
し
て
平
和
式
典
テ
レ
ビ
中
継
の
変
遷
を
調
査
し
た
。

広
島
式
典
の
テ
レ
ビ
中
継
を
最
初
に
行
っ
た
の
は
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
で
一
九
五
七
年

に
八
時
か
ら
特
別
番
組
と
し
て
放
送
し
た
。
翌
年
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
中
継
を
始
め
、

ニ
ュ
ー
ス
番
組
内
に
吸
収
さ
れ
て
い
た
時
期
を
含
み
全
国
中
継
が
続
い
て
い
る
。

民
放
の
全
国
放
送
で
は
、
式
典
時
間
と
重
複
あ
る
い
は
隣
接
す
る
時
間
帯
に
放

送
さ
れ
る
朝
の
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
一
九
七
五
年
に
は
Ｎ
Ｈ

Ｋ
と
地
上
波
民
放
四
系
列
が
揃
っ
た
広
島
の
テ
レ
ビ
局
は
、
現
在
に
至
る
ま
で

式
典
中
継
の
特
別
番
組
を
放
送
し
続
け
て
い
る
。
長
崎
で
は
、
一
九
五
八
年
に

テ
レ
ビ
放
送
を
開
始
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
翌
年
か
ら
広
島
の
式
典
中
継
を
続
け
て
い

る
。
広
島
式
典
の
中
継
は
、
時
間
的
に
朝
の
ニ
ュ
ー
ス
シ
ョ
ー
や
ワ
イ
ド
シ
ョ

ー
で
取
り
上
げ
ら
れ
や
す
く
、
た
い
て
い
の
場
合
、
高
校
野
球
は
開
会
式
を
行

う
日
と
な
っ
て
い
る
。

長
崎
式
典
の
テ
レ
ビ
中
継
を
最
初
に
行
っ
た
の
は
、
長
崎
放
送(

Ｎ
Ｂ
Ｃ)

で
一

九
六
三
年
一
〇
時
四
五
分
か
ら
一
一
時
五
五
分
の
番
組
で
あ
っ
た
。
Ｎ
Ｂ
Ｃ
の

中
継
は
同
年
か
ら
現
在
ま
で
途
切
れ
る
こ
と
な
く
毎
年
続
け
ら
れ
て
い
る
。
一

◇

研
究
発
表
２

平
和
式
典
テ
レ
ビ
中
継
番
組
の
変
遷
と

ロ
ー
カ
ル
メ
デ
ィ
ア

森
田

均

九
六
九
年
に
放
送
を
開
始
し
た
テ
レ
ビ
長
崎(

Ｋ
Ｔ
Ｎ)

は
一
九
七
一
年
か
ら
式
典

中
継
を
開
始
し
、
二
年
の
中
断
を
経
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
一
九
九

〇
年
に
放
送
を
開
始
し
た
長
崎
文
化
放
送(

Ｎ
Ｃ
Ｃ)

は
日
曜
日
と
な
っ
た
一
九
九

二
年
と
一
九
九
八
年
を
除
い
て
式
典
中
継
を
続
け
て
い
る
。
一
九
九
一
年
に
は

長
崎
国
際
放
送(

Ｎ
Ｉ
Ｂ)

が
開
局
し
、
同
年
か
ら
中
継
を
始
め
て
い
る
。
長
崎
で

は
平
成
に
至
っ
て
地
上
波
の
四
系
列
が
出
揃
っ
た
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
新
た

な
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
誕
生
す
る
と
県
域
内
で
は
あ
る
が
必
ず
式
典
中
継
の
番
組
も

増
え
て
い
る
。
な
お
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
、
一
九
九
一
年
に
は
同
時
刻
に
国
会
代
表
質
問

が
放
送
さ
れ
た
た
め
、
一
九
九
二
年
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
中
継
の
た
め
、
一
九

九
三
年
に
は
細
川
内
閣
組
閣
の
特
別
番
組
の
た
め
に
長
崎
式
典
を
教
育
チ
ャ
ン

ネ
ル
か
ら
県
域
で
放
送
し
た
。
ま
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
、
一
九
七
〇
年
か
ら
一
九
九
九

年
ま
で
長
崎
式
典
を
九
州
管
区
で
高
校
野
球
を
中
断
し
一
一
時
か
ら
一
一
時
二

〇
分
ま
で
中
継
し
て
い
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
長
崎
式
典
全
国
中
継
は
、
よ
う
や
く
二

〇
〇
〇
年
に
始
ま
っ
た
が
、
長
崎
県
域
放
送
の
開
始
時
刻
よ
り
も
一
〇
分
遅
か

っ
た
。
長
崎
式
典
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
完
全
に
全
国
中
継
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

二
〇
〇
五
年
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
広
島
と
長
崎
の
平
和
式
典
は
、
当
該
県
域
の
メ
デ
ィ
ア
環

境
整
備
の
差
異
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
の
テ
レ
ビ
番
組
と
し
て
同
列
に

扱
わ
れ
て
い
た
と
は
言
い
難
い
。
こ
れ
を
仮
の
結
論
と
し
て
、
私
の
研
究
は
、

二
〇
〇
七
年
よ
り
三
ヵ
年
の
予
定
で
広
島
、
長
崎
、
福
岡
、
東
京
に
お
い
て
八

月
六
日
及
び
九
日
の
ア
ナ
ロ
グ
地
上
波
全
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
放
送
を
録
画
す
る
作

業
と
平
行
し
て
継
続
す
る
。
紙
の
記
録
に
映
像
が
加
わ
り
、
過
去
に
対
し
て
常

に
現
在
を
対
比
さ
せ
な
が
ら
内
容
分
析
と
そ
の
背
景
を
探
る
考
察
を
続
け
る
予

定
で
あ
る
。
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彙

報

第
二
三
回

原
爆
文
学
研
究
会

○

日
時

二
〇
〇
八
年
二
月
九
日
（
土
）

一
四
時
よ
り

○

会
場

九
州
大
学
六
本
松
キ
ャ
ン
パ
ス
大
学
院
棟
一
〇
一
号
室

○

研
究
発
表原

爆
と
福
永
武
彦
『
死
の
島
』

上
村

周
平

平
和
式
典
テ
レ
ビ
中
継
番
組
の
変
遷
と
ロ
ー
カ
ル
メ
デ
ィ
ア

森
田

均

機
関
誌
「
原
爆
文
学
研
究
」
第
七
号
原
稿
募
集

本
研
究
会
が
年
に
一
回
発
行
し
て
い
る
「
原
爆
文
学
研
究
」
の
原
稿
を
左
記

の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。
こ
の
機
関
誌
に
は
「
原
爆
文
学
」
の
評
論
の
他
、
エ

ッ
セ
イ
等
も
掲
載
し
ま
す
。
奮
っ
て
ご
投
稿
下
さ
い
。

○
書

式

縦
書
き
、
三
〇
字
×
二
四
行
、
二
段
組
。

○
投
稿
締
切

手
書
き
や
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
原
稿
で
の
投
稿
の
場
合
は
二
〇
〇

八
年
八
月
中
旬
、
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
（W

ord

か
一
太
郎
）
を
添

付
し
て
の
投
稿
の
場
合
は
同
年
八
月
末
日
。

○
発
行
経
費

投
稿
者
は
、
各
自
の
原
稿
一
頁
（
機
関
誌
の
書
式
）
に
つ
き
、
一
、

〇
〇
〇
円
を
発
行
経
費
と
し
て
負
担
す
る
。

○
投
稿
宛
先

〒
八
五
七
―
一
一
九
三

佐
世
保
市
沖
新
町
一
―
一

佐
世
保
工
業
高
等
専
門
学
校

中
野
和
典
研
究
室

編
集
後
記

会
報
の
巻
頭
エ
ッ
セ
イ
に
は
い
つ
も
頭
を
悩
ま
せ
て
い
ま
す
。
文
字
数
わ
ず

か
七
〇
〇
字
程
度
。
分
量
だ
け
を
見
れ
ば
、
原
稿
用
紙
二
枚
に
も
満
た
な
い
短

さ
で
す
が
、
独
特
の
難
し
さ
を
感
じ
ま
す
。
会
報
発
行
時
の
時
事
的
な
問
題
や
、

数
十
年
前
の
文
献
を
読
ん
で
の
雑
感
な
ど
を
題
材
に
書
い
て
お
り
ま
す
が
、
さ

ら
さ
ら
と
筆
が
進
ん
だ
試
し
が
あ
り
ま
せ
ん
。
私
個
人
の
文
章
作
成
能
力
に
も

問
題
が
あ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
に
巻
頭
エ
ッ
セ
イ
を
お
書
き

に
な
っ
た
他
の
方
々
も
同
じ
よ
う
な
難
し
さ
を
感
じ
て
来
ら
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
、
勝
手
な
が
ら
想
像
し
て
お
り
ま
す
。

そ
も
そ
も
執
筆
者
を
数
人
に
限
っ
て
き
た
の
が
誤
り
で
し
た
。
論
文
に
す
る

よ
う
な
も
の
で
は
な
い
が
、
七
〇
〇
字
程
度
の
器
に
盛
る
に
は
ち
ょ
う
ど
良
い

と
い
う
発
見
を
、
広
く
会
員
の
皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
方
が
、
内
容
も

充
実
す
る
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
上
記
の
機
関
誌
へ
は
も
ち
ろ
ん
、
巻
頭
エ
ッ

セ
イ
へ
の
ご
投
稿
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
Ｎ
）

発
行
元

原
爆
文
学
研
究
会
事
務
局

〒
八
一
一
―
六
五
二
〇

福
岡
市
中
央
区
六
本
松
四
―
二
―
一

九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文
化
研
究
院

波
潟
剛
研
究
室
内

tel/fax
092-726-4595

e-m
ailtnam

igata@
scs.kyushu-u.ac.jp

U
R
L
http://w

w
w
.scs.kyushu-u.ac.jp/~th/genbunken/index.htm
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